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湾奥底層の溶存酸素の変動（６月下旬から７月中旬）と今後の見通し 

有明海では６月下旬からの降雨と、７月 10 日～15 日の大雨に伴う出水により強い密度成層が形成

され、湾奥全域（浜川観測塔、浜川沖、六角川観測塔、国営干拓沖、沖神瀬西）で底層の溶存酸素が

低下し、著しい貧酸素状態が継続しています（図１、２）。 

 ７月上旬には湾奥底層で貧酸素となっていましたが、大潮の７月 13 日前後には一時的に貧酸素は

改善しました。しかし、７月 10～15 日の降雨により表層が低塩分水で覆われて密度成層が強化されま

した。その後の小潮期（７月 17～20 日）には奥部表層でシャトネラ赤潮が分布し、躍層の上にクロロフ

ィルの極大層が形成されました（図３、４）。このような状況の中で、奥部底層の溶存酸素が再び低下

して著しい貧酸素状態となり、継続しています（図１、２、４）。 

 今後、大潮期（25～29 日）には湾奥では鉛直混合により貧酸素状態が改善する可能性が有ります

が、好天が続くと表層水が暖められて密度成層が持続し、その後の小潮期（８月２～５日）に再び著し

く低下する恐れが有ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ａ．有明海奥部底層の溶存酸素等の変動（浜川観測塔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ｂ．有明海奥部底層の溶存酸素等の変動（浜川沖） 

観測点１（浜川観測塔）
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図２ａ．有明海奥部底層の溶存酸素等の変動（六角川観測塔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ｂ．有明海奥部底層の溶存酸素等の変動（国営干拓沖） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ｃ．有明海奥部底層の溶存酸素等の変動（沖神瀬西） 

 

 

 

 

 

 

 

            図３．鉛直分布(2010/7/21) 

        （左：国営干拓沖、 

         右：沖神瀬西） 
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 図４ａ．湾奥部断面（図５右の赤線）の水質分布（密度、σｔ）（2010 年７月 19 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４ｂ．湾奥部断面の水質分布（クロロフィル蛍光）（2010 年 7 月 19 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４c．湾奥部断面の水質分布（溶存酸素飽和度、％）（2010 年 7 月 19 日） 
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図５．湾奥部底層の溶存酸素分布（％）（左：2010 年７月 13 日、右：2010 年７月 19 日） 


